
高校英語 文法ユニット12 関係副詞・複合関係詞｜見取り図プリント（基礎固

め）

関係副詞の見取り図 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 4つの関係副詞を、うしろの文がそろっているかどうかで選び分けられる

基礎を固めるクラス　偏差値のめやす 40〜50程度　where / when に加えて why と how を見ます

気づき AとB、先行詞はどちらも the town（町）。なのに使う関係詞が違う。何が違う？（30秒考えて、と
なりの人と答え合わせ）

A This is the town which I visited last summer. ここが、去年の夏にわたしが訪れた町だ。

B This is the town where I stayed last summer. ここが、去年の夏にわたしが泊まった町だ。

先行詞はどちらも the town なので、「場所だから where」は使えません。見るのはうしろの文だけ——Aは I visited ___ で

目的語が欠けているので関係代名詞、Bは I stayed でそろっているので関係副詞。先行詞の意味は確認にしか使いません。

整理 関係副詞の4つ

形 作り方 表すこと 例文

where（場所） 先行詞（場所）+ where + そろった文 そこで〜する

This is the cafe where we first

met.

ここが、はじめて会ったカフェだ。

when（時） 先行詞（時）+ when + そろった文 そのとき〜する

I still remember the day when

we won.

勝った日のことを今も覚えている。

why（理由） the reason + why + そろった文 そういうわけで〜

That is the reason why I chose

this school.

それが、この学校を選んだ理由だ。

how（方法） how + そろった文（the way は不要） 〜するやり方

This is how I study English

every day.

これが、毎日の英語の勉強のしかた

だ。

4つのうちhow だけが先行詞を取りません（the way how とは言わない）。where / when / why は先行詞と並べても、どちらか一方を落としても大

丈夫です。判定の手順は4つとも同じ——うしろの文に穴があるか。

確認 （　）内から正しいほうを選ぼう。 知識・技能

(1) This is the house ( where / which ) my grandmother lives.

(2) This is the house ( where / which ) my grandmother built.

(3) I will never forget the day ( when / where ) I met you.

(4) Tell me the reason ( how / why ) you changed your mind.

(5) That is ( the way how / how ) she solved the problem.
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高校英語 文法ユニット12 関係副詞・複合関係詞｜見取り図プリント（基礎固め）

関係副詞の見取り図｜解答とつまずきポイント

確認の解答

(1) where うしろは lives で文がそろっている＝関係副詞。

(2) which built の目的語が欠けた＝関係代名詞。先行詞が同じでも変わる。

(3) when うしろは I met you で文がそろっている。先行詞が「日」なので when。

(4) why the reason のうしろは why。文はそろっている。

(5) how the way how とは言いません。the way か how のどちらか一方だけ。

つまずき① 先行詞の意味で関係詞を選ぼうとする

「場所だから where」「時だから when」は、the town which I visited や the day which I will never forget で必ず破綻しま

す。先行詞はwhere と when のどちらかを選ぶときにだけ使う情報です。見るのはうしろの文に穴があるか——それだけ。

× This is the town where I visited last summer.　→　○ This is the town which I visited last summer.
visited の目的語が欠けている（穴がある）ので関係代名詞。where だと visited の目的語が行き場を失う。

つまずき② the way how と並べてしまう

the way how とは言いません。This is the way I study. か This is how I study. のどちらか一方です（the way in which は
かたい書き言葉で可）。ほかの3つ（where / when / why）は先行詞と並べても大丈夫なので、how だけが例外です。

× This is the way how I study English.　→　○ This is how I study English. ／ This is the way I study English.
how だけは先行詞を取らない。4つのうち1つだけ例外だと知っていれば落とさない。

つまずき④ 関係副詞は省略できることがある

the day (when) we met / the place (where) we met のように、先行詞と関係副詞は、どちらか一方を落とせることがありま
す。よく落ちるのは when と the way、それに the place のような一般的な語です。ただし the town where I stayed のよ

うな具体的な名詞では where を落とせません。読むときは「関係詞が見えない＝無い」ではなく省略を疑う——長文で主語と動詞を
取りちがえる原因はここです。

× I remember the day we met it.　→　○ I remember the day we met.
when が省略されているだけで、うしろの文はそろっている。目的語を足す必要はない。

授業のひとこと　「うしろの文を見る」を口ぐせにすると、この帯でも迷いが減ります。書くほうは This is the place

where ＿＿. の型から固めると、全員が最後まで進みます。
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